
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  逆極点図の各種解析表示方法 
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概要 

 逆極点では、ＮＤ，ＲＤ，ＴＤ方向の方位分布が表現できます。 

    通常、ＯＤＦ解析からＮＤ，ＲＤ，ＴＤ方向の極点図が計算される。 

    複数試料を高速に解析する場合、面内回転を用いたサンプルチェンジャーにてθ/θプロファイル 

 測定を行い、逆極点（sample/random）計算が行われる。 

    以下に、θ/θプロファイル法と ODF法から得られる逆極点表現法を説明します。 

 

 ODF解析結果は、ベクトル法のＢｏｘに区分けで解析します。 

 

 

 

     「ベクトル法による集合組織の３次元解析」長嶋普一より 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



θ/θプロファイル法 

測定データ（例、アルミニウム） 

 

 

積分モードによる（sample/random） 

 

 

ピーク強度による（sample/random） 

 

一括処理がが行えます。 



ＯＤＦ解析法によるＮＤ，ＲＤ，ＴＤ方向の逆極点解析表示 

３６Ｂｏｘ法(例、α－ＦｅをＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで解析結果) 

ＮＤ，ＲＤ，ＴＤの選択により表示 

 

 ３６Ｂｏｘのプロファイル（％） 

 

 複数ｓａｍｐｌｅの比較も可能 



ＩｎｖｅｒｓｅＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙ 

方位の選択  

  

ND方向 

  

 表示してる方位はθ/θ測定で計算される方位位置です。 

    (hkl)Intens と対応するＢｏｘと積分強度（％）の表示 

  



RD方向 

 

 

 

  

 

 



ＴＤ方向 

 

 

  



まとめ 

 プロファイル測定からの解析では、反射２θに対応した部分のみで計算で、Ｂｏｘと比較すると 

 スカスカ状態であり、やはり３６Ｂｏｘの解析法は有効である。 

 計算で出力されるデータ 

  

 Ｂｏｘ２６とＢｏｘ２の方位は共通の［１１６］のため、平均化されています。 

  


